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パソコンを用いたボｰリングデｰタの

簡単な整理㊥保存法について

鈴木裕一(筑波大学地球科学系)

YuichiSU囲岨I

1｡はじめに

日本各地で多くのボｰリングが行われそのデｰタが

蓄積されてきている･さく井会社ではいろいろだハｰ

ドウェアとソフトウェアを用いてボｰリングデｰタの整

理を行っているはずであるが多くの場合がなり高価た

ものを用いているのではたいかと思われる.筆者は比

較的安価ですでに定評のあるハｰドウェアとソフトウ

ェアを用いてボｰリングデｰタの簡単た整理を行うこ

とにした.

筆者は地下水調査を行う時にさく井会社の好意によ

りボｰリングデｰタを提供してもらうことが多い.と

ころが各社まちまちの用紙の大きさでまた書式だとの

違いもあるためファイルに整理するのも不便た場合が

少なくたい･必要とするデｰタがすぐに取り出せたい

ことも多くまた場合によっては紛失Lてしまうことも

あった･そこで簡単で確実た整理法を開発する必要性

にせまられていた.最近筆者はパソコンを用いた簡

単な整理方法を考案しポｰリングデｰタの整理に利用

し始めた.一般に普及してきたパソコンを活用するこ

とによってボｰリングデｰタを確実に保管し多数の

デｰタの中から必要なものを瞬時に取り出せるメリット

はかなり大きいのではたいかと思われる･まだ完全次

ものにはなっていないがある程度実用的な方法が得ら

れたのでその方法について簡単に報告する.

2.ハｰドウェアとソフトウェア

ハｰドウェアとして今回用いたのはNECのPC9801

シリｰズであるまたソフトウェアとして用いたのは

(株)アスキｰから発売されている｢TheCARD2｣であ

る.デｰタベｰス用ソフトウェアとしてはカｰド型と

リレｰショナル型の2種類があるが今回用いたrThe

CARD2｣は前者に属し比較的安価でしかも操作が

簡単でありまた他のソフトウェアｰとのデｰタのやり

とりが可能である点だどを考慮にいれた.

他のハｰドウェアあるいはソフトウェアにも良いも

のがあり手持ちのものがある場合にはそれらを生かす

ことももちろん可能であろう.

使いやすさとできるだげ多くのデｰタを扱えるよう

たものであることがハｰドウェアソフトウェアの条件

であろう1(他のカｰド型ソフトやカｰド型ソフトについては

｢プロンプト｣(1986年10月号)たどを参照されたい).｢The

CARD2｣を用いた場合1枚のデｰタ用フロッピｰデ

ィスクにデｰタは千件程度入るものと思われる･個

人レベルであれほこれでも十分であるができれぱハｰ

ドウェアにハｰドディスクを加えればより多くのデｰ

タを扱うことができるようにたるであろう､一般に

は,ハｰドディスクを用いれば3-6万のデｰタを扱う

ことができる･個人ないし比較的小規模たデｰタの整

理を必要とする組織であればハｰドディスクがたくと

も十分であろう｡

3.力一ドの設計と入力デｰタ

ポｰリソグデｰタのうち何が必要でありデｰタと

して整理･保存すべきものはたにか･これは利用する

立場によっても異なるはずであるが最小隈整理される

べきものとしては次のようたものを考えるべきであろ

う.

地域名･地点名

ボｰリング地点の緯度,経度,高度

ボｰリング日時

井戸の管理者

ポｰリング施工業者

さく井時自然水位

さく井時自噴量

ストレｰナｰの位置

ボｰリング柱状デｰタ

この他に電気検層のデｰタや採水した水の分析結果だ

と欲をいえぽきりがないが今回は上記9項目につい

て整理することを考えてみたい.

この項目の中のポｰリング柱状デｰタについてはさ

く井現場で判別に苦しむコアも多くまたさく井担当老

の技量に左右される場合も少なくたいなどデｰタの信

頼性についていろいろた問題のあるところである.し

かしたがら細砂層と礫層粗砂層と粘土層などの区別を

誤ることは考えにくいL多少の誤差は含まれているに
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TheCARD〈記入:地質チｰタ〉

地域名地点名

乏�

���〳

北緯

度東経度地点標高

mきく井年月日

井戸管理者

きく非業者

スクリｰンの位置m一

が一リングチｰタ

�

きく井時水位

きく井時自噴量

��

��

�

㍑/min

��

m･m

美カｰドにデｰタを入れて下さい｡

[溶わり:ESCキｰ]

第1回

してもそのつもりでデｰタを解釈すれぱかたりの情報

がボｰリングデｰタから得られるものと考えられる.

また地下の情報は多くの場合ボｰリングデｰタに頼ら

ざるを得ないわけであり多少の誤りが含まれていたと

してもそれらの価値は大きいものである.それを解

釈する手法の開発が地下水や水文地質の研究にとって必

要なのではたかろうか.本報告では現場で得られたデ

ｰタそのものを整理することにとどめ解釈については

別の機会に報告することにしたい.

まずカｰドの設計について述べる.カｰドの設計は

比較的簡単であるが多少パソコンに対する慣れが必要

かもLれたい｡しかLマニュアルをよく読みまた設

計時には手順が画面に示されるのでそれに従って何回

か試行錯誤を行えぱたんとかたるであろう.

デｰタは次に示すような形式で整理することにした

(第1図).カｰドに記入されるデｰタは上に述べたとお

りである.基本的た事項すたわち井戸の所有者所

在地たどはたるべく簡単にかつ検索時に有効な彩で入

れることとした.ボｰリングデｰタは地層の重たり方

に関するデｰタであり場合によってはデｰタが20層に

及ぶこともある･そのためカｰドを左右2列に分ける

こととした.ただL検索時にボｰリングデｰタを打ち

出すときは2列に打ち出すことを避けより見やすい

形にするために縦!列に打ち出しより一般的たボｰリ

ングデｰタの形に近いものにすることにした(TheCA

RD2のラベル印刷の機能を活用第2図の例を参照)･

検索は次の事項から行えるようにカｰドを設計した.

1987年10月号

井戸番号

地域名

地点名

さく非業者

さく井年月日

北緯

東経

この他の項目から検索をしたげれぼあらかじめ設計

段階でその項目を検索項目にいれておくかあるいは設

計変更を行うことによって対応することができるであろ

う.検索･印刷たどに用いる手順書はカｰドの設計段

階で定めておく必要があるが場合によっては多少使っ

てみてから必要に応じて変更･追加してもよいであろ

う.

4｡デｰタの入力と検索

調査のたびに入手したさく井記録をその都度上述の

マイクロコンピュｰタを用いた簡単たデｰタベｰスに入

力Lておく.一一ソフトウェア(TheCARD2)の起動から

入力あるいは検索までは画面の選択肢の中から順次選

びたがら進むことによって行うことができる.たおこ

こでは一部の手順を説明を簡略化するために省くが基

本的にはディスプレｰ上の指示にLたがえぼよくそれ

ほど難しいことではたい.

ホｰムメニュｰがまず表示されるので〔1〕処理を

選ぶ(第3a図).続いて第3b図が示されるのでカｰ�
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ボｰリングデｰタ

46一

乏�

地域名会津(例)

地点名喜多川市松江町

井戸所有者庄助酒造KK

北緯37,777度東経139,999度標高200.00m

さく非業者朝酒きく泉KKさく井日時800230

さく井時水位12.34morきく井時自噴量㍑/min

スクリｰンの位置25.50m-35.50m
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柱状デｰタ

TheCARD〈

ホｰムメ

ニュｰ〉

処

��

設計

補助作業

日付の変更

(62-06-03〕

嬲�

��

��

お

��

栄[]の中の番号を入れて下き､㌦:[1]
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TheCARD〈処理〉

[1]地質デ}夕

[2]水質チｰタ

[3]文献カｰド

��

��

嬶�

��

��

��

孁�

ディスク装置

容量(Kハ“イド〕

使用可能〔〃)

フリｰ(%)

くC〉

��

��

��

栄処理し潅いマスタカｰドの[]の中の番号を入れて下さい｡:[1]

����

第3b図

ドの名称ここでは〔1〕｢地質デｰタ｣を選ぶ.つぎ

に第3c図が表示されるので〔1〕記入･訂正･更新を

選ぶ.さらに第3a図が表示されるので〔1〕記入を

えらぶ.そして記入手順書の選択を行うと第1図に示

された記入様式が画面に表示されるのでデｰタの入力

を行う.

デｰタの入力をこまめに行うことにより資料の管理

に手落ちがあった場合でも救われることになるであろ

う.またデｰタの蓄積がかなり多くたった場合次に

示す検索の機能が効果的になる･検索は前述の項目を

もとに行うことができる･検索の手順も画面の選択肢

の中から順次選びたがら進むことができる(第4図)･

まず第3c図の中から〔2〕検索を選ぶ｡つづいて何

をもとに検索するのかによって索引簿の選択を行う(第

4a図).ここでは｢地域名｣を選んだ例が示されてい

る.つづいて検索語を聞いてくるのでここでは例と

して｢会津｣を入力する(第4b図)･すなわち会津地

域のデｰタを選ぶことを意味する･検索した結果

132件のデｰタがあることが確認される(第4c図)･

TheCARD〈処理:地質デｰタ〉

��

嬲�

��

��

��

嬶�

記入･訂正･更新

検索

一括処理

保守

ホｰムメニュｰに戻る

おわり

崇[]の中の番号を入れて下さい｡:[1]

第3c図

この後必要に応じて〔5〕を選べばANDで検索続行す

るこ三ができさらにある条件を満たすものに絞ること

ができる.

またデｰタの並べ替えたどいろいろたことが可能で

TheC畑D〈記入･訂正･更新

:地質デｰタ〉

記入･訂正･更新

検索

一括処理

保守

ホｰムメニュｰに戻る

おわり

��

､[2]

��

��

記入

訂正･更新

メモ記入

メニュｰに戻る

栄[]の中の番号を入れて下さい｡:[1]

第3d図

1987年10月号�
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TheCARD〈クイック検索:地質デｰタ〉

��

[･2]

��

��

��

嬶�

��

地域名

きく非業者

No前半

きく井年月日

地点名

北緯

東経

���〳

洪索引簿を選んで下さい｡:[1]

[おわり:ESCキｰ]

第4a図

TheCARD〈クイック検索:地質チｰタ〉

[1ユ

嬲�

��

��

〔5]

嬶�

��

地域名

きく非業者

丰

きく井年月1ヨ

地点名

北緯

東経

���〳

宍検索語を入れて下さい｡

会津

米指示?(1/一一致2/以上3/以下4/発頭5/合む〕:[1]

第4b図

ある.例えば必要な地域･地点を検索してその中で

ある時期にさく井されたものを選び出すことだと比較

的手間のかかる作業を僚は瞬時に検索することができ

る｡北緯37度から38度までの間にありかつ東経135

度から136度までの問にあるものそしてさらに1980年

から1982年の問にさく井されたものといったようにい

くつかの条件を満たすボｰリングデｰタを検索すること

ができる.さらに検索されたボｰリングデｰタを北か

らあるいは東から順番に並べるすたわち並べ替えが

可能である｡並べ替えも画面に示された手1頃にしたが

って進めば簡単に行うことができる(第4c図)｡そし

て特定の条件を満たすポｰリングデｰタを並べ替えた順

番にプリンタｰに打ち出すこともできる･また井戸

の所有者のリストたどをプリンタｰに出力することもで

きる.

そのほかにも使う人の目的に応じたいろいろた利用

方法があるものと思われる･

もとのさく井記録はさく井会社ごとに規格が異たり

整理することが難しい場合が多い･その意味でもこの

様な整理法は有効であると考えられる･

また利用者の中にはマイクロコンピュｰタを用いて

収集されたボｰリングデｰタを使い自動的に柱状図の

対比線などを描かせる人もいるであろう･ただしボｰ

リングデｰタの記載の処理･解釈に個人差が現れること

が考えられるので多少の注意が必要であろう･

なおここで注意しておきたいことは常識的なことであ

地質ニュｰス398号�
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TheCARD<クイック検索〉

[1]一覧表示

[2]カｰド表示

[3]オプション

[4]並べ替え

[5]ANDで検索続行

[6]ORで検索続行

索引簿検索語指示〈一一一一枚数一一一千〉

(1〕会津一致132132

訴次の処理は?:[王]

[おわり:ESCキｰ]

第4c図

るがデｰタのバックアップを必ずLておくことを忘れ

てはたらたいという点であろう.ソフトウェアは壊れ

ても修理してもらえるがデｰタのフロッピｰディスク

は誰も修理してくれたいわげでありデｰタ用フロッピ

ィｰの破損はそれまで蓄積していたデｰタを失うことに

つたがる.必ずバックアップをしておくことを忘れて

はたらたし･.

5.おわリに

ボｰリングデｰタは往六にして整理保存が難しいもの

のように思われる.本稿においてはボｰリングデｰタ

の整理法としてマイクロコンピュｰタを用いた簡単た

整理法を紹介した･将来的にはボｰリングデｰタの処

理を自動的かつ客観的な基準のもとで行うようにする

ことも可能であろう･また今回は水質デｰタをカｰド

の中に含めたかったが必要な場合は別に水質用カｰド

を別に設計しておけばよい.その際井戸番号を統一し

ておけばかなり使い道があるであろう.筆者の場合も

水質用カｰドを別に設計し数次の採水･分析結果が記

入できるようにしている.

より高価たソフトウェアハｰドウェアを用いれぱ

より効果的な方法も考えられると思うが簡単た方法で

もボｰリングデｰタを保存しその紛失を防く“ことがで

きることをここでは紹介した.個人レベルであればこ

こに述べたようた方法でもかたり有効た使い道がある

のではたかろうか.

現在文献検索システムがいろいろと利用できるように

たってきている.ボｰリングデｰタのような国土につ

1987年10月号

いての貴重た資料も精度的に問題がたくはたいにして

も]般端末を通じて検索できるようたシステムがあ

るとよいと思う.国土数値情報のように行政機関が

全国レベルで情報を取りまとめを行い建設･環境･水

資源調査だとの関係者の需要に応えられるようにたるこ

とが望まれる｡

さらには地下水位や水質だとのモニタｰリングだとが

特定の目的(例えば地震予知)で行われるのではたく国

土のr定期健康診断｣結果としてそしてまた変動する

国土数値情報として一般に提供され一般市民の国土保

全･環境保全に対する関心を高めることが望まれる･

また平時の観測結果があってこそ地震や火山噴火だと

の天変地異の前兆現象の探知も可能になるはずであり

長い目でみて地道た観測は国民の安全に対する一種のレ

ｰダｰのようだ役割を果たすのではなかろうか･その

意味で水質･地下水位だとをあわせた地質･地下水デｰタ

の効率的な収集システムが確立されることが望まれる｡
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